
  
 

 

 

みな小の自主学習ノートは、「ちょこ学ノート」！ 

～学習習慣を身に付け、基礎学力を確かなものに～ 
２～６年対象に、先日、新しい自主学習ノートを配付し

ました。本校では自主学習を「ちょこ学」「ちょこ学ノー

ト」と名付けています。これは「ちょこっとした、すき間

時間を見つけて勉強を気軽にやってみよう」という学習に

親しみを持てるようにとの願いを含めています。 

「ちょこ学」つまり「ちょこっと学習」は、学習に 

対して身構えず、気楽に、ちょっとやってみる勉強を意味しています。負担にならな

らない程度で、手軽に取り組めるようにし、日々継続することで、最終的に「学習習

慣を身に付けること」「学習や勉強に苦手意識を持たないこと」そして、個人の学習

力が UP することをねらいとしています。  

 

「ちょこ学」で「毎日の学習習慣」「家庭学習の習慣」を！ 

 

「ちょこ学」は、個に応じて行う自主学習です。人と比べて評価されるものではあ

りません。自分の力や興味・関心に合わせ、次のステップをめざして、自分で調整し

ていく学びです。例えば中・高学年でも、九九が苦手であれば九九を復習したらよい

のです。苦手な段があれば、その段だけを何回か繰り返すだけでもよいのです。また、

得意なことや興味・関心がある分野をさらに調べ、知識を深めてもよいのです。 

大切なことは、自分の勉強を自分で決めて、「毎日、ちょこっとやってみる」こと。

学習の楽しみを知り、自信を持つことが」できれば、「学習習慣を身に付ける」「学習

能力を伸ばす」「学び方を身に付ける」こととなり今後の学習を助ける力となります。 

 

保護者のみなさまにも、少しの時間で結構ですので、毎日お子さま 

の家庭学習や自主学習にお声かけください。がんばりをほめていただ 

けると、お子さまの意欲・自信が、さらに高まり伸びにつながります。 

お子さまの意欲向上や達成感成就のためにも、「ちょこ学」の取組にご協力をお願い

いたします。                      （校長 吉村 幸子) 
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お知らせとお願い 

～「携帯電話」等の扱いについて～ 

 大阪市では、教育活動への影響や様々なトラブルなどを考慮し、児童・生徒が携帯

電話などの通信機器を学校に持ち込むことは原則禁止しています。本校でも「携帯電

話」はじめ「メッセージ・トーク機能付き GPS」などは、この原則に従っておりま

す。学校への連絡なく、無断でお子さまに携帯させないでください。  

  
 しかしながら、ご家庭の特別な事情やお子さまへの特別なケアや配慮の必要があ

る場合など、やむを得ないと認められる場合は、例外的に認めることがあります。 

その際は、学校に申請書（所定の様式）をご提出いただき、「保護者の責任のもと、

一定の規則・ルールを子どもと保護者がともに守ること」などをお約束いただくこと

が条件となります。 

 
 携帯電話やメッセージ・トーク機能付き GPS などについて 

ご相談がある場合はご連絡ください。  

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

～お子さまの帰宅場所変更など～ 必ず学校へご連絡ください～ 

 お子さまの帰宅場所は、「自宅」、「いきいき活動」「デイサービス」など、学校に連

絡いただいている場所を基本としています。 

 急な事情により、帰宅場所を変えられる場合（EX:祖父母宅に行くなど）は、事前

に必ず学校にご連絡ください。 

またその場合は、保護者さまの責任のもと、 

お子さまが安全に下校し帰宅できますよう、 

お迎えなどのご配慮もお願いたします。 

（校長 吉村 幸子) 

 

 

                       


